
「地域防災コミュニティプロジェクト」
〜２年次⽣ 「総合的な探究の時間」での取り組み〜

静岡県⽴駿河総合⾼等学校
2022年度 防災教育チャレンジプラン最終発表会



・所在地 静岡市駿河区
駿河区唯⼀の公⽴⾼校（市内14校のうち）

・創⽴10周年
商業科⾼校と普通科⾼校が合併

・総合学科、ユネスコスクール
多様な教科選択、SDGｓの取り組み
地域連携活動が盛んな校⾵

・進路先は、就職１〜２割、進学８〜９割
うち、静岡県内に残る⽣徒は８割以上

静岡県⽴駿河総合⾼等学校の紹介



プロジェクトの背景 〜防災の各々の取り組み〜
１各教科での取り組み

・商業科…「課題研究」で静岡新聞社と協働でBuddy projectに継続参加
・家庭科…「リビングデザイン」でふじのくにジュニア防災⼠の取得 など

２．⽣徒の⾃主的な活動での取り組み
・津波サミットへの参加（2020、22年）
・静岡⼤学⼭本先⽣の⽔防災授業を⽣徒が⽣徒のために実施（2020、22年）
・卒業⽣が在学中に、学⽣防災NPO団体を⽴ち上げる（2020年） など

３．学校全体での取り組み
・静岡⼤学藤井ゼミの協⼒を得て、保育実習で園児に「防災をつたえる遊び」を考案し、

動画を贈る （2021年・1年次⽣「産業社会と⼈間」）



2022年のチャレンジ︕ 〜プロジェクトの⽴ち上げ〜
・防災の取り組みを持続可能にするために、全校⽣徒に広げたい。

・コロナ禍だからこそ、地域との繋がりを深め、学校外のフィールドで学んでほしい。

２年⽣240⼈を地域に出し、防災を切り⼝に、地域課題の解決を考える探究活動が
できないか︖ 防災を通して、地域課題を⾃分ごとにできないか︖

相談・協⼒要請
駿河区役所 地域総務課 「⾼校単位で防災に取り組む活動はレア」

静岡⼤学教育学部 藤井基貴先⽣ 「アウトプットベースではなく、アクションベースで」
（防災教育・防災道徳） （調べて発表） （やる・作る）



2022年4⽉ 「地域防災コミュニティプロジェクト」のスタート

地域 に⾶び出して
防災 を切り⼝に
コミュニティ を作り出す
プロジェクト 探究活動

・2年次⽣ ２４０名
・総合的な探究の時間（週１時間 年間３６時間）

・地域連携（フィールドワーク）先 静岡市役所を含む11団体
・静岡⼤学藤井基貴先⽣とゼミ⽣の協⼒

高校生ができることを
やってみよう！ 作ってみよう！

愛を持って社会に踏み込もう！

社会を１mm動かそう！



プロジェクトのねらい 〜防災「で」、地域課題を学ぶ〜
１ 地域防災（静岡市もしくは駿河区）を学ぶことで地域の困りごとを⾃分ごととし、

「愛郷⼼」・「市⺠性」を育む。

２ 防災活動を通じて⾼校⽣ができることを探究し、「地域貢献」を実際に⾏う。

３ 防災啓発活動を通じ、様々な「コミュニティーの形成・醸成」を推進する。

４ これからの「社会で必要な⼒（⾮認知能⼒）」を⾝につける。

兵庫県立舞子高等学校環境防災科の立ち上げ
「防災の専門家ではなく、市民リーダーを育てる」

（兵庫県立大学 客員教授 諏訪清二先生）

災害＝自然現象の加害力×社会の脆弱性

（独立行政法人教職員支援機構
助教 吉田尚史氏）



地域の連携（フィールドワーク）先とチーム分け
連携先 チーム数（⼈数） 連携先 チーム数（⼈数）

静岡市役所 危機管理総室 ５チーム（20⼈） 静岡市国際交流協会 ５チーム（20⼈）

駿河区消防署 ５チーム（20⼈） 静岡ムスリム協会 ５チーム（20⼈）

登呂地区⾃治会 ５チーム（20⼈） カリタス有東 ５チーム（20⼈）

有東地区⾃治会 ５チーム（20⼈） ⼦育て⽀援センターよしよし ５チーム（20⼈）

(株)中部電⼒パワーグリッド ５チーム（20⼈） 野外保育ゆたか ５チーム（20⼈）

静岡市⼥性会館 10チーム（40⼈） 計 60チーム（240⼈）

・１チーム4⼈
・どのチームに属するかは、⽣徒個々の希望をとって調整（クラス解体）
・⽣徒には「⾃⾝の進路希望に繋がる連携先を」とアドバイス

市役所

町内会

ジェンダー

高齢者

外国人

子ども
民間企業



プロジェクトの1年間の流れ
４⽉ プロジェクトのガイダンス
５⽉ 講義３回（静岡市危機管理総室）
６⽉ チーム決め

フィールドワーク
７⽉ 中間発表Ⅰ（企画書）★連携先来校
８⽉ 夏休み活動
９⽉ 夏休み活動発表
10⽉ 活動続き
11⽉ 中間発表Ⅱ（成果と仮説）★連携先来校
12⽉ 最終発表（今後の展望） ★連携先来校

※休校により、1⽉30⽇に延期

インプット（情報収集）

アクション（課題解決）

アウトプット（意味付け）



５⽉ 防災講座 静岡市危機管理総室

１回⽬ 静岡市の現状把握と状況分析
２回⽬ 公助・共助・⾃助について
３回⽬ ハザードマップと避難場所とは

インプット（情報収集）



6⽉ フィールドワーク（市内11か所）

静岡市役所
避難所運営ゲーム
（HUG)

駿河区消防署
応急処置・運搬法

⾃治会（登呂・有東地区）
まち歩き・防災倉庫の⾒学

インプット（情報収集）



（株）中部電⼒パワーグリッド
災害対策本部・ソーラー施設⾒学

静岡市⼥性会館
「防災×ジェンダー」講話＆ワークショップ

6⽉ フィールドワーク（市内11か所）
インプット（情報収集）



静岡ムスリム協会
モスク⾒学＆ワークショップ

静岡市国際交流協会
外国⼈防災リーダーのお話＆ワークショップ

6⽉ フィールドワーク（市内11か所）
インプット（情報収集）



カリタス有東
⾼齢者疑似体験
講義＆ワークショッ
プ

森のようちえん
⽵チップトイレなど防災術、
講義、園児との交流

⼦育て⽀援センターよしよし
⾚ちゃん連れのお⺟さんにインタビュー
⼦連れ避難の講義

6⽉ フィールドワーク（市内11か所）
インプット（情報収集）



７⽉ 中間発表会Ⅰ（企画書）

フィールドワークで感じたこと、考えたことを
もとに、企画書（５W２Hシート）を作
り、発表した。

アクション（課題解決）



アクション（課題解決）チーム活動⼀覧



チーム活動の紹介 〜⾼齢者の課題解決〜

カリタス有東３班
⾼齢者向け「ライフハック」講座

⾃治会（有東） ３班
「するそうカフェ」の開催
防災クイズ・新聞スリッパづくり

アクション（課題解決）



チーム活動の紹介 〜⼦育て世帯の課題解決〜

ジェンダー３班
ブランケット付きぬいぐるみの製作

⼦育て⽀援よしよし ４班
「キラキラJK防災サポーター」インスタ
開設、⺟親との座談会

アクション（課題解決）



チーム活動の紹介 〜外国⼈の課題解決〜

市役所３班
外国⼈観光客向け
「観光地避難場所マップ」作成

静岡ムスリム ５班
ハラールチャリティボックス＆
ムスリム⼦ども会で「防災⻤ごっこ」

アクション（課題解決）



静岡市国際交流 １班
やさしい⽇本語の災害リーフレット

静岡市国際交流 ５班
外国⼈向け「防災インスタ」開設

チーム活動の紹介 〜外国⼈の課題解決〜
アクション（課題解決）



ジェンダー ９班
避難所における様々な配
慮をよびかけるポスター

ジェンダー10班
避難所での役割分担の
ジェンダー意識をtik tokに投稿

チーム活動の紹介 〜ジェンダーの課題解決〜
アクション（課題解決）



中部電⼒ ３班
SBSテレビ・情報番組で
「停電アプリ」の広報活動

野外保育ゆたか ２班
災害時のごはんの作り⽅（パック
クッキング）の動画製作

チーム活動の紹介 〜ライフラインの課題解決〜
アクション（課題解決）



⼤学との連携 〜静岡⼤学藤井研究室のサポート〜

１ ⼤学院⽣による授業サポート
時期︓９⽉〜12⽉
内容︓探究の授業（⽉曜７限）に来校し

⽣徒へのアドバイス

２ 静⼤藤井ゼミ公式LINEでゼミ⽣によるサポート
時期︓7⽉企画書⽴案〜11⽉中間発表Ⅱまで
内容︓⾼校⽣は、チームごと毎時間活動報告

⼤学⽣は、フィードバック,アドバイス



静⼤藤井ゼミ
公式LINE

担当学生が、毎回丁寧に
感想・アドバイスを返信

チームリーダーは、
その日の活動や進捗
状況を報告



９⽉ 台⾵１５号による被害（静岡市は浸⽔・断⽔・停電）

・お世話になっている連携先が、いち早く「対象者の
ニーズに沿った災害⽀援」を次々と実施。

→「防災探究ニュース」を発⾏し、⽣徒へ紹介

・２年次⽣は、⼀部の⽣徒がボランティア参加

普段から活動していなければ、いざというとき動けない。

平時に何をしているか︖が⼤事。
平時と⾮常時は地続き。



11⽉ 中間発表会Ⅱ（成果と仮説）
内容︓活動報告と、仮説の検証
発表⽅法︓スライド発表

連携先からのフィードバッグ →

アウトプット（意味付け）



1⽉ 最終発表会Ⅱ（今後の展望）

内容︓活動を通して学んだこと、今後の展望
発表⽅法︓第１部 56チームのポスターセッション

第２部 学年代表４チームの発表
全体講評（静岡市など連携先より）

（※当⽇の様⼦を、動画でご覧ください）

アウトプット（意味付け）



⽣徒 事後アンケート結果（ねらいの達成度）

肯定的な意⾒ ７８％ 肯定的な意⾒ ８６％



⽣徒 事後アンケート結果（ねらいの達成度）

肯定的な意⾒ ８１％ 肯定的な意⾒ ７５％



成果として得たこと
個々の⽣徒
●授業を⾶び出し、⾃主的な活動ができたこと。
●アクションを起こすことで「⾃分たちにできることがある」と実感できたこと。
●防災の取り組みを地域に発信できたこと。
●防災を通じて、仲間や地域の⼈々とのつながりが⽣まれたこと。
●結果として、防災の知識・技術が⾝に付いたこと。

全体として
●学年全員で取り組んだことで、防災意識をボトムアップできたこと。
●⻑期的に学習・実践したことや連携先・静岡⼤学と協働できたことで、地域の
繋がりや新たなコミュニティが⽣まれたこと。



全体の反省・課題
●11か所のフィールドワーク先との連絡調整や内容の企画に苦労した。ねらいを
共有し、 連携先の多⼤なるご協⼒とご尽⼒のおかげで、有意義な活動になった。
●60チームが同時進⾏で活動したため、その把握や伴⾛が難しかった。静⼤公
式LINEや来校サポートのおかげでチーム個々への適切な⽀援・助⾔を得られた。

●チームによって活動の差が⽣まれる。（⾃⾛するチームと停滞するチーム）
●「本当に効果があるか」検証が必要。（ポスターを貼る・SNSで発信するだけ
で、社会的インパクトはあるのか）
●効果的な活動にするためには、情報収集・分析、⽂献調査がもっと必要。
●⽣徒が⾃主的に校外へ出る際のリスク管理。



今後の活動予定
●次年度 2年次⽣も同様の学習・実践を⾏う。

●持続可能な活動にするために、
①連携先との継続的な関係作り
②校内の組織・体制づくり（担当部署と学年部の連携）
③カリキュラムマネジメント（総探と各教科の往還）の⾒直し
④先輩から後輩へ伝承する仕組みづくり

に取り組みたい。


